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概要　1．産婦人科外来 を訪れた35歳〜59歳 （1929年 4月〜1953年 3月 の 間 に 誕生）の 患者 の うち ， 両側

卵巣摘 出あ る い は 子宮摘出，ホ ル モ ン 剤服用 お よ び子宮筋腫合併例を除 く1，654例 に つ い て 閉経年齢 を調

査 した．

　2．受診時の 月経 の有無 （1年 以 上 の 無月経 を閉経 と判 定 した ）に 基 づ き ， プ ロ ビ ッ ト法 に よ り解析し

た 結果 で は ， 50％閉経年齢 （閉経年齢中央値）は50．54歳，10％閉経年齢，90％閉経年齢 は そ れぞ れ 45．34

歳 ，
お よ び 56．34歳 で あ っ た ．

　3．既 閉経者 の 記憶 に よ る閉経年齢に 基 づ き閉経年齢を推定 し た．記憶閉経年齢は 左裾が長 い 非正 規分

布を示 した が ， 平均49．47歳 ， 標準偏差3．526歳で あっ た．記憶閉経年齢の分布は ， 50歳 ， 45歳な ど 区切

りの よ い 年齢で異常 に 高く，
正 確 さ に 問題 が あ る と 推測 さ れ る ．

　4．子宮筋腫が閉経 を遅延 させ る因子 （Odds 比 二 9．41）で あ る こ とが 明 らか に な っ た の で 上記 の解析

で は子 宮筋腫合併例 は 除 い た が ， 卵管結紮あるい は一・
側卵巣摘出術 は閉経年齢 に 影響を及 ぼ さ な か っ た

の で解析に含め た ．

Synopsis　Objective−To 　 determine　 the　 age 　 at　 natural 　 menopause 　 in　 Japanese　 women ．　 Design−

Cross−sectional 　and 　retrospective 　study ．　Subjects−Two 　thosusand 　two　hundred　twenty 　one 　women

attend ｛ng 　gynecological 　clinics 　between　the　ages 　of　35　and 　59　who 　were 　born　between　April，1929
and 　March ，1953．　Main 　outcome 　meas ．ures −Age 　of 　menopause 　estimated 　by　the　rate 　of 　the　presence

of 　menses 　 at 　each 　age ，　calculated 　by　probit　transformation 　and 　by　reference 　to　 the　patient
’
s

memory ，　 Results−The 　median 　age 　of 　menopause 　based　on 　a　cross −sectional 　study 　was 　50．54，　and

based　on 　patient
’

s　memory 　is　49．47± 3，53 （SD）．　The 　presence 　of 丘broma 　uteri　signi 丘cantly 　delays
the　age 　of 　menopause （Odds　ratio ＝9．41）．

Key　words ： Age　at　menopause 。Cross・sect ｛onal 　probit　analysis ・Fibroma　uteri

　　　　　　　　　 緒　　言

　 こ の調査 は ， 元 日本産科婦人科学会用語委員会

に お い て閉経の定義を設定す る に あたり， 本邦女

性 の 閉経年齢を明らか に す るた め実施 した も の で

ある．

　　　　　　 調査法 ， 対象 と解析法

　調査法 ：1988年 4 月 1 日か ら1989年 3月31 日の

間に ， 元 日本産科婦人 科学会用 語委員 （表 1）の
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表 1　 共同研究者

（ ）内 は 当時 の 所 属

西谷 　巌 （岩 手医大）

星　利 彦 （福 島県立医大 〉

広 井 正 彦 （山 形 大 ）

桑 原惣隆 （金 沢医大）

玉 田太 朗 （自治医大〉

福 島 　透 （信 州大）

岩崎寛和 ・久保 武士 ・
目 崎　登 （筑波大 ｝

川 名　尚（東京大分院）

寺 島芳輝 （慈 恵 医大）

荒 木　勤 （日本 医大）

松 山栄吉 （東京 厚生 年金病院）

百 瀬和 夫 （東邦大）

我 妻　堯 （国立 医療 セ ン タ
ー）

菊池 三 郎 （日本 医大第二 病院）

浜 田 　宏 （聖 マ リア ン ナ 医 大 ）

荒木 日出之助 （昭和大藤が 丘 病院）

鈴木 正彦 （杏林大 ）

八 神 喜昭 （名古 屋市大）

谷 澤 　修 （大 阪大 ）

岡 田 弘二．（京都府立医大）

富永敏朗 （福井 医大）

山辺 　徹 （長崎大 ）

永田行博（鹿児島大）

施設 を訪れ た満35歳以上60歳未満の 患者 に ，調査

表 を配布 し記入 して もら っ た． こ の 調査表 は ， 年

齢 ， 身長， 体重 ， 月経歴 ， 結婚歴 ， 産科歴 ， 婦人

科手術の 有無 と内容，既往疾 患，受診時婦人科診

断名な どを含む．

　対象 ：総数は2，589例 （A 群）で あっ た が ， 図 1

の フ ロ ーチ ャ
ー

ト に 示 した よ うに，年齢記 載 が

あっ た35歳以上60歳未満の 症例 は2，221例 （B 群）

あ っ た．こ れ か ら， 子宮全摘・両側卵巣摘出284例 ，

お よび調査時ホ ル モ ン 剤服 用41例を除 く1
，
896例

（C 群）か ら子宮筋腫 202例 を除 く1，654例 を対象 に

閉経年齢の 解析を行 っ た．

　閉経の 判定 ：今回の 調査に あた っ て は ，

一応 閉

経 を35歳以上 の 女性 に お け る月経 の 自然閉止 と

し， 1年以上 無月経が ある とき ， 閉経 と判定した．

月経が 不順 （希発 とな る こ とが多い ） に な り始め

て か ら
， 閉経 （1年以上 の 無月経）に な る ま で 2

〜 3 年か か る女性 も少な くな い こ とは ， しば しば

臨床的 に経験す る と こ ろで あ る．したが っ て閉経

の 確実 な判定は容易で は ない が ， 閉経年齢調査で

は，閉経の 判定が きわ めて重要で あ る．本調査で

は ， （1）調査時点 にお ける月経の有無 ， （2）月経

の順 ・ 不順 ， （3）最終 月経 ， の 三重 の 質問 に よ り

確実 を期 した．C 群1，896例中， 閉経か 否か の 判定

が可能な もの は1，856例 （D 群）で あ っ た． こ の う

ち ， 月経 なし と答えた もの が 532例 あ っ た が ， そ の

うち 41例は最終月経か ら調査 時点 まで の 日数 が

365日未満で あ っ た．そ の 日数分布 は図 2 に示 した

図 1　 調査対象

が ，
こ れ らは非閉経 と判定 した． こ れ ら の 検討の

結果，
“
正常

” 1
，
654例 （E 群）中 ， 最終 的に 閉経 と
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図 2　 最終 月経後 目数 の 分 布 （それ が 1年以 内の もの ）

表 2　 診断別 人 数 （重 複）（1，856例中）

診断名 人数

正 常 （含健 康調査 ）

膣炎 （老 人性以外）

老人性膣 炎

外陰炎 ・外陰掻痒症

そ の 他 の 炎症性疾患

子宮腟部 び ら ん

外陰部前 癌病変

子 宮内膜症

子 宮 筋 腫

子宮頚癌

子宮体癌

卵巣腫瘍 （良性）

卵巣腫瘍 （悪性）

そ の 他の腫 瘍

機能性 出血

希発月経

頻 発月経

月経困難症

不 妊 症

更年期障害

その 他 の 機能 性疾患

326867682357971434626864333

　

102

　

2

　

36

　

　

　

263

2
　

　

　

　

　

　

3
　

　

　

2

判定され た もの は473例 ， 非閉経 と判定され た も の

は 1
，
181例 （図 1

， 表 3）とな っ た．閉経 と判定 さ

れ た 473例の うち ， 閉経年齢記入者は 456例で あ っ

た。記憶に よる閉経年齢 の 基本統計 と ヒ ス トグラ

ム に は ， こ の 症例 を用い た ．

　婦人 科合併症 ， 既往手術 な どが 閉経年齢に 及 ぼ

す影響

　閉経判定が可能で あ っ た 1
，
856例 （D 群）に っ き ，

受診時の 診断別人数を表 2 に 示 した．頻度の 高 い

疾患 （子宮筋腫 ， 腟部び らん ， 更年期障害 ， 腟炎 ，

機能性 出血） の 閉経年齢 に及 ぼす影響を調べ た と

こ ろ ， 子宮筋腫合併例 202例中 ， 非閉経 は 194例 ，

閉経 は 8例で あ り， 非閉経率が 有意 に 高か っ た

（Odds 比 ＝ ・ 9．41） （表 4 ）．一側卵巣摘出あ る い は

卵管結紮術被施行者は ， それ ぞれ 93例 ， 83例あ っ

たが
， 閉経率は対 照 と差 を認 めな か っ た．

　 プ ロ ビ ッ ト法 に よる 50％閉経年齢 （閉経年齢中

央値） お よび 10％ ， 90％値 の計 算

　微生物学， 薬理 学な どの 分野 で は シ グ モ イ ド型

の 用量 反応曲線か ら LD ， 。 （median 　lethal　dose）

ある い は ED5。 （median 　effective 　dose）が 算出さ

れ る． こ れ は ，
い くつ か の レ ベ ル の薬用量 にお け

る反応 の 有無か ら薬効 を推定す る方法で ある．各

年齢 ご との 月経あ りの 割合か ら女性が閉経す る年

齢を推定す るの に ， こ の 方法が適切 と考 え応用 し

た ．

　解析 ：Machintosh上で ，　FileMaker　Pro ，
　Stat

View　H お よび Excel　v4 を用 い て解析 した．

　　　　　　　　　結　 　果

　調査 時点 に お け る年齢別月経 あ り （非閉経）の

割合

　各年齢別の 閉経 の有無 を表 3 お よび図 3 に 示 し

た．月経あ りの 割合を図 3 で み る と
，

46歳 と 56歳

N 工工
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表 3　 年齢別月経 の 有無

年齢 総数 　　 月経 あ り　 　月経 な し　 月経 あ り％

　　　　 表 4　 子 宮筋腫 の 閉経遅延傾向

a　 子 宮 筋腫 群

56789

 

工

234567890123456789

333334444444444555555555569

羅

認

賢
6。

巽
9265

認

薹

鬻
66

認

6・

6 

認

墓

698184699299835851708862494838332722201068220

含計 　 　 ］，6541 ，181

0　 　　　　 100．00
0　　 　　 100，00

0　 　　　　 100．00
1　 　　　　 98．57
1　 　　 　 　 98．92
2　 　　 　 　 98．02
1　 　　 　 　 98．81

2　 　　　　 96、67
2　　　　 　 96．83
5　 　　　　 93、33
4　 　　 　 　 95．65
3　 　　 　 　 95．38
10　　 　　 83．05
12　 　 　 　 　 8  ．OO
19　　　　　 66．67
23　　 　　 58．93
45　　　　　 37．50
43　　 　　 33．85
46　　 　　 30．30
42　　 　　 19．23

54　　　　　 10、OD
52　　　　　 13．33
36　　 　　 　 5．26
35　　 　　 　 5．41

35　　 　 　　 0．00

473

年齢 区分 月経 あ り 月経 な し 合計

35〜3940
〜4445
〜4950
〜5455
〜59

1034　

　

　

　

6

3762 00044 10380376

ワ白
ユ

合計 194 8 202

b　非 子 宮筋腫群

年齡 区分 月経 あ り 月 経 な し 合計

35〜394
〔1〜4445
〜4950

〜5455
〜59

39537
ユ

28511218

21248199212397383333311230

合計 1，181 473 1，654

c 　 カ イ ニ 乗 テ ス ト

年齢 区分 P 値

35〜3940
〜4445
〜4950
〜5455
〜59

0．69202262
  ．13336512
0．00130627
7．6793E−09
4，1192E−13

で 前後の 傾 向 と異な る 高い 値 が み られた ほ か は ，

な だ らか な シグ モ イ ド曲線で あ っ た ，

　 プ ロ ビ ッ ト法 に よる 50％閉経年齢 （閉経年齢中

央値 ）お よび 90％ ， 10％値

子 宮筋腫 が あ る場 合 に は な い 場 合 に 比 べ
， 月 経が あ る

率が，年齢を補正 した Odds比 で も9．41 （95％信頼限

界5．09〜17．4） と有意 に高か っ た．

　4／歳 （月経あ り98．81％） か ら58歳 （月経 あ り

5．41％）の 間の デー
タ を用 い

， 年齢 の対数 を X 軸

に ， 月経あ りの 割合の プ ロ ビ ッ ト値 （反応率 p を

プ ロ ビ ッ ト Y に換算す る表
1）
か ら読み取 っ た） を

　 100．00

　 90，00

　 80．00

　 70．00

　 60．00

％　 50．00

　 40．QO

　 30．00

　 20．00

　 10．00

　 　 0．002

　 k　 爲　 等　 等　 寺
 

の

」

頃

の

の

笛

の

F

頃

 

寸

N
寸

齢年

図 3　年齢別月経 あ D （非閉経 ）者の 割合
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Y＝・−27．558X ＋ 51．948

図 4　月 経あ りの プ ロ ビ ッ ト

Y 軸 に と り ，
プ ロ ッ トした の が 図 4で ある．図 4

か ら回帰 式 Y ＝− 27．558X十 51．948が 得 ら れ た

が ，
こ の 回帰式か ら推定プ ロ ビ ッ トを算出し ， そ

れ に 重みづ けをした 実用プ ロ ビ ッ トを得た．こ れ

を真数に 変換した結果 ， 50％閉経年齢 と して 50．54

歳 ，
10％閉経年齢 ， 90％閉経年齢はそれ ぞれ 45．34

歳 ， お よび56．34歳 とな っ た．

　記憶に よる閉経年齢の分布 と累積相対度数 （累

積率） （図 5）

　図 5 に 示 した歪度 （kurtosis）か ら，閉経年齢分

布は正規分布か ら有意 （p ＜ 0．01）の 偏 り （左裾広

が り）が あ るこ とが示 された．年齢の対数変換後，

本分布は正規分布 と な り ，
こ れ か ら平均な ら び に

標準偏差 を計算 する と ， 平均 49．47歳 ， 標準偏差

3．526とな っ た．累積相対度数が 50％を超え る年齢

もほ ぼ平均 に
一致す る．た だ し， 記憶に 基づ く閉

経年齢が正確で はな い こ とは容易に 推定で きる．

図 5 の 分布をみて も ， 50歳 ， 45歳 とい う区切 りの

よ い 年齢の例数が 突出 して お り，
こ の推定 を裏付

けて い る．

　　　　　　　　　考　　察

　 日本人の閉経年齢 の平均 は ， 48．1歳 2）
， 48．9歳 3）

，

48歳 4）な どの 報告が あるが 欧米の 報告が 50〜5L4

歳
5ト 8｝

で あ るの に比 べ 若 い ．最近 の Kono 　et 　al ．の

報告
9）
で も

‘

crude 　 mean 　 age 　 of　 menopause
’
は

49．33歳 と さ れ ， 50歳 に 達 し て い な い ．た だ し

Kono 　 et　a1 ．は ，
こ の 数字が既閉経者の み を対象

と し た 記 憶 閉 経 年 齢 に 基 づ くconventional

method に よ る バ イ ア ス の 影響を否定で き な い と

し て ℃rude 　mean 　age 　of　menopause
’

と呼ん だ．
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　閉経 は初経 と違 っ て ， ある 日突然起 こ る もので

はな く ， 印象 も弱 い の で そ の 正確 な年月を記憶 し

て い な い 人 も少 な くな い ．した が っ て調査法は慎

重で な けれ ばな らな い が ， 調査 法に は以下 の 三 つ

が考え られ る．

　1．Retrospective　study ：既閉経者 に 閉経期 を

た ずね る．不正 確で あ る．

　2．Cross−sectional 　study ：現 時点で の 閉経 の

有無 をたずね，年齢別 に 閉経率 を出す．こ の 統計

処理 として は ， プ ロ ビ ッ ト法が利用 で きる．

　3．Cohort　study ：未 閉経者 の 集団 に つ い て 月

経の 有無を定期的 に調べ
， 閉経者を確定して い く．

調査の 間隔 を短 くす るほ ど正 確 に な る が，時間 と

費用が必要で ある．

　本邦 の 従来 の 報告 はす べ て retrospective 法 に

よる もの で ある．本報告で は 2．の 方法 を用 い た．

本邦で は初 め て の 報告で ある と思わ れ る．

　本報告の 問題点 とし て
， 対象が 産婦人科受診患

者なの で 一般人 口 を代表で きる か とい う こ とが あ

る． これに 対する正 確な回答は な い が ，

一方 ， 今

回の 解析 で 子宮筋腫 の 閉経遅延効果が 明瞭 とな っ

た よ うに
一

般婦人 を対象 と し た 調査 で も閉経年齢

を左右す る病的因子の 除外が可能か ど うか とい う

問題が ある．今後 ， こ れ らの問題点 を十分 に考慮

した Cohort　study が期待され る．

　本解析 に は多数の 方 の ご教示 と ご協力 を得た．主 な方の

氏名 を記 し，深 甚の 謝意 を表 し た い ．自治医大 産 婦 人 科
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